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回次
第10期

中間会計期間
第９期

会計期間
自2024年６月１日
至2024年11月30日

自2023年６月１日
至2024年５月31日

売上高 （千円） 693,368 1,106,229

経常利益 （千円） 164,900 177,883

中間（当期）純利益 （千円） 106,738 163,387

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 90,000 90,000

発行済株式総数

　普通株式

　Ａ種優先株式

　Ｂ種優先株式

　Ｃ種優先株式

（株）

1,960,440

－

－

－

106,600

12,500

10,714

882

純資産額 （千円） 358,520 251,782

総資産額 （千円） 1,443,354 1,237,369

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 54.45 83.34

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 24.8 20.3

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 77,629 456,513

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △78 △1,171

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △7,930 △19,618

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 754,748 685,128

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。

５．2024年７月31日付でＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式のすべてを自己株式として取得し、対価

としてＡ種優先株主、Ｂ種優先株主及びＣ種優先株主にＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式１株

につき普通株式１株をそれぞれ交付しております。また、当社が取得したＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及び

Ｃ種優先株式について、2024年８月１日開催の臨時取締役会決議により、2024年８月１日付で会社法第178

条の規定に基づき、すべて消却しております。

６．2024年８月１日開催の臨時取締役会決議に基づき、2024年８月29日付で普通株式１株につき普通株式15株の

割合で株式分割を行っており、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間（当

期）純利益を算定しております。なお、第９期の発行済株式総数については、当該株式分割前の実際の株式

数を記載しております。

７．当社は、第９期中間会計期間については中間財務諸表を作成していないため、第９期中間会計期間に係る主
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要な経営指標等の推移については記載しておりません。

８．第10期中間会計期間の中間財務諸表並びに第９期事業年度の財務諸表については、株式会社東京証券取引所

の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準じ

て、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる期中レビュー及び監査を受けております。

２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社にお

ける異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの

部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前中間

会計期間については中間財務諸表を作成していないため、前年同中間会計期間との比較分析は行っておりません。

(1）財政状態の状況

（資産）

　当中間会計期間末における流動資産は1,318,755千円となり、前事業年度末に比べ202,100千円増加いたしまし

た。これは主に現金及び預金が69,620千円、商品が22,956千円、未収消費税等が34,377千円、預け金が53,703千円

増加したことによるものであります。固定資産は124,599千円となり、前事業年度に比べ3,884千円増加いたしまし

た。これは主に繰延税金資産が4,137千円増加したことによるものであります。

　この結果、総資産は1,443,354千円となり、前事業年度に比べ205,984千円増加いたしました。

（負債）

　当中間会計期間末における流動負債は1,066,183千円となり、前事業年度末に比べ105,262千円増加いたしまし

た。これは主に未払金が34,072千円減少した一方で、買掛金が28,280千円、未払法人税等が51,768千円、契約負債

が57,086千円増加したことによるものであります。固定負債は18,650千円となり、前事業年度に比べ6,016千円減

少いたしました。これは長期借入金が6,016千円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は1,084,833千円となり、前事業年度に比べ99,246千円増加いたしました。

（純資産）

　当中間会計期間末における純資産合計は358,520千円となり、前事業年度末に比べ106,738千円増加いたしまし

た。これは中間純利益106,738千円を計上したことに伴い、利益剰余金が増加したことによるものであります。

(2）経営成績の状況

　当社は、越境EC領域において、国境を越えて 安心・安全・簡単・自由にショッピング、販売ができるよう世界

中の海外カスタマー向けの購入支援と国内ECショップ企業の越境EC対応をサポートする海外販売支援を行っており

ます。

　当中間会計期間(2024年６月１日～2024年11月30日)における世界経済は、高インフレの落ち着き等を背景に2025

年にかけて２％台後半の底堅い成長が続くと見込まれています。一方で、米国では金利の利下げが実施され、為替

相場の変動リスクが高まっています。さらに、長期化するウクライナとロシアの情勢等の地政学リスクが継続して

います。これらに加えて、米国の今後の政策動向も影響し、金融市場や世界経済の不確実性が高まっています。

　このような状況の下、当社では海外カスタマー向けサービス「WorldShopping」の認知拡大に向けたマーケティ

ング施策として、インフルエンサーを活用した広告を打ち出し、台湾を中心とする中華圏での露出を強化いたしま

した。

　また受注増加に伴う物流増加に対応するため、新たに千葉県白井市に倉庫を開設いたしました。購入オペレーシ

ョン増加にともない、前期から引き続いて購入自動化の対応ショップを拡張させ、欠品等の機会損失なくリアルタ

イムで購入できる体制を強化しております。

　国内ECショップに対しては、当社が保有する2024年上半期の海外カスタマーのEC利用実績等、海外マーケティン

グに応用可能な情報を公開しています。引き続き越境EC支援を行っている各社と定期的にセミナーを共催し、新規

導入ショップの獲得に繋げております。また既存導入ショップに対しては、リアルによる交流イベントを開催し、

当社及びショップ同士の関係性を強化する等、ショップの売上成長に伴走しております。

　これらの取り組みの結果、当中間会計期間末において「WorldShoppingBIZ」の月間Activeショップ数は1,238シ

ョップとなりました。また当中間会計期間における取扱高(GMV)は3,179,008千円となりました。

　以上の結果、当中間会計期間の経営成績は、売上高693,368千円、営業利益174,834千円、経常利益164,900千

円、中間純利益106,738千円となりました。

　なお、当社は越境ECプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しておりま

す。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ69,620千円増加し

754,748千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は77,629千円となりました。これは主に税引前中間純利益164,900千円、未収消費

税等の増加額34,377千円、預け金の増加額53,703千円、未払金の減少額34,072千円、契約負債の増加額57,086千円

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は78千円となりました。これは差入保証金の差入による支出78千円によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は7,930千円となりました。これは長期借入金の返済による支出7,930千円によるも

のであります。

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ 

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ 

ん。

(5）経営方針・経営戦略等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

(7）研究開発活動

　該当事項はありません。

(8）経営成績に重要な影響を与える要因

　当中間会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当中間会計期間において、当社の資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,840,000

計 7,840,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2024年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年２月25日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,960,440 1,960,440 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株

であります。

計 1,960,440 1,960,440 － －

②【発行済株式】
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年８月１日

（注）１

普通株式

24,096

A種優先株式

△12,500

B種優先株式

△10,714

C種優先株式

△882

普通株式

130,696
－ 90,000 － 230,284

2024年８月29日

（注）２

普通株式

1,829,744

普通株式

1,960,440
－ 90,000 － 230,284

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（注）１．2024年７月31日付でＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式のすべてを自己株式として取得し、対価と

してＡ種優先株主、Ｂ種優先株主及びＣ種優先株主にＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式１株につ

き普通株式１株をそれぞれ交付しております。また、当社が取得したＡ種優先株式、Ｂ種優先株式及びＣ種優

先株式について、2024年８月１日開催の臨時取締役会決議により、2024年８月１日付で会社法第178条の規定

に基づき、すべて消却しております。

２．株式分割（１：15）によるものであります。
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2024年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

MICイノベーション4号投資事業有

限責任組合

東京都千代田区霞が関三丁目２番５号 霞

が関ビル４階
635,700 32.43

仲里　一義 神奈川県川崎市麻生区 474,375 24.20

仲里　亜美 神奈川県川崎市麻生区 300,000 15.30

株式会社Ｚカンパニー 神奈川県川崎市麻生区岡上一丁目８番33号 240,000 12.24

松本　浩介 東京都目黒区 45,000 2.30

海老根　智仁 東京都港区 30,000 1.53

大谷　寛 東京都港区 30,000 1.53

川田　尚吾 東京都千代田区 30,000 1.53

小山　太一 東京都新宿区 30,000 1.53

杉山　全功 東京都世田谷区 30,000 1.53

計 － 1,845,075 94.12

（５）【大株主の状況】
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2024年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,960,100 19,601

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は100株であり

ます。

単元未満株式 普通株式　　　　340 － －

発行済株式総数 1,960,440 － －

総株主の議決権 － 19,601 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基

づいて作成しております。

　また、当社は、第１種中間財務諸表を作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、中間会計期間（2024年６月１日から2024年11月30日まで）に係る中間財務諸表につい

て、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる期中レビューを受けております。

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の５－６」の規定に準じて前年同期との

対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2024年５月31日）

当中間会計期間
（2024年11月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 685,128 754,748

売掛金 8,294 7,239

商品 44,740 67,696

貯蔵品 460 286

前渡金 14,676 11,948

前払費用 25,731 30,814

未収消費税等 208,050 242,428

預け金 117,868 171,571

その他 12,824 32,621

貸倒引当金 △1,121 △600

流動資産合計 1,116,654 1,318,755

固定資産

有形固定資産 1,348 1,208

投資その他の資産

差入保証金 101,316 101,394

長期前払費用 191 －

繰延税金資産 17,858 21,995

投資その他の資産合計 119,366 123,390

固定資産合計 120,715 124,599

資産合計 1,237,369 1,443,354

負債の部

流動負債

買掛金 297,791 326,071

１年内返済予定の長期借入金 19,032 17,118

未払金 240,554 206,482

未払費用 4,972 3,104

未払法人税等 16,003 67,771

契約負債 370,842 427,928

その他 11,725 17,707

流動負債合計 960,921 1,066,183

固定負債

長期借入金 24,666 18,650

固定負債合計 24,666 18,650

負債合計 985,587 1,084,833

純資産の部

株主資本

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 230,284 230,284

利益剰余金 △68,672 38,066

株主資本合計 251,611 358,350

新株予約権 170 170

純資産合計 251,782 358,520

負債純資産合計 1,237,369 1,443,354

１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】
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（単位：千円）

当中間会計期間
（自2024年６月１日

至2024年11月30日）

売上高 693,368

売上原価 223,904

売上総利益 469,464

販売費及び一般管理費 ※ 294,630

営業利益 174,834

営業外収益

受取利息 76

還付加算金 451

為替差益 2,016

その他 49

営業外収益合計 2,594

営業外費用

支払利息 374

支払手数料 9,475

上場関連費用 2,000

その他 677

営業外費用合計 12,527

経常利益 164,900

税引前中間純利益 164,900

法人税、住民税及び事業税 62,298

法人税等調整額 △4,137

法人税等合計 58,161

中間純利益 106,738

（２）【中間損益計算書】
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（単位：千円）

当中間会計期間
（自2024年６月１日

至2024年11月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 164,900

減価償却費 140

貸倒引当金の増減額（△は減少） △521

受取利息 △76

支払利息 374

売上債権の増減額（△は増加） 1,054

棚卸資産の増減額（△は増加） △22,781

前渡金の増減額（△は増加） 2,727

前払費用の増減額（△は増加） △5,082

未収消費税等の増減額（△は増加） △34,377

預け金の増減額（△は増加） △53,703

仕入債務の増減額（△は減少） 28,280

未払金の増減額（△は減少） △34,072

未払費用の増減額（△は減少） △1,868

契約負債の増減額（△は減少） 57,086

その他 △6,020

小計 96,059

利息の受取額 76

利息の支払額 △358

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △18,148

営業活動によるキャッシュ・フロー 77,629

投資活動によるキャッシュ・フロー

差入保証金の差入による支出 △78

投資活動によるキャッシュ・フロー △78

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △7,930

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,930

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 69,620

現金及び現金同等物の期首残高 685,128

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 754,748

（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】
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当中間会計期間
（自2024年６月１日

至2024年11月30日）

役員報酬 24,625千円

給料及び手当 49,737

外注費 28,870

広告宣伝費 12,467

支払手数料 97,191

支払報酬 21,526

システム利用料 11,490

【注記事項】

（中間損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当中間会計期間
（自2024年６月１日

至2024年11月30日）

現金及び預金勘定 754,748千円

現金及び現金同等物 754,748

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

（株主資本等関係）

当中間会計期間（自2024年６月１日　至2024年11月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当中間会計期間（自2024年６月１日　至2024年11月30日）

　当社は越境ECプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（収益認識関係）

　当社は越境ECプラットフォーム事業を営む単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益、キャッシ

ュ・フローの性質から収益を分解した情報の重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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当中間会計期間
（自2024年６月１日

至2024年11月30日）

１株当たり中間純利益 54円45銭

（算定上の基礎）

中間純利益（千円） 106,738

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る中間純利益（千円） 106,738

普通株式の期中平均株式数（株） 1,960,440

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、

前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場で

あるため、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりません。

２．当社は、2024年８月29日付で普通株式１株につき普通株式15株の割合で株式分割を行っております。

期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり中間純利益を算定しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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